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	新卒1期生とベトナム法人・外国籍メンバーによる交流研修「仲間を知る」を実施しました。 
	◾️NMTの概要と事業展望 
	◾️合意形成グループワーク「バックパック・サバイバル」 
	◾️最後に 
	今回の交流研修を通じて、グループの事業成長を牽引するNMTの強みを知ることや、グループワークを通じて異なる背景を持つメンバー同士が自分の意見を伝え合うことの大切さを認識する機会となりました。 


